②安全管理マニュアル（災害・地震・火災編）
＜地震発生時＞

１・地震を感じたら利用者全員をロッカーなどから遠ざけその場に座らせる（転倒防止）

２・利用者全員の頭部の保護（落下物から頭部を守る）

３・火の確認（火災予防）

４・トイレ、エレベーター等密室の確認（取り残され防止）

５・TV、ラジオで地震状況の確認

＜火災発生時＞

１・防災ベルが作動した場合、出火場所の確認・消防に再度通報
２・防火担当者による消火器を持った初期消火活動

３・出火場所に応じて非難ルートを選択

４・利用者の当日の名簿を持参し避難誘導

５・取り残された利用者、従業者がいないか確認

６・避難場所にて名簿をチェック

７・けが人のチェック、救急車の手配

８・防火管理者との連絡、対応
（初期策後の共通事項）

１・利用者ご家族への連絡

２・スタッフ全員での会議、検討会開催

３・記録は台帳に保存し、より迅速かつ円滑な対応に役立てる。

４・けが人が出た場合の利用者本人、ご家族への対応
